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元気な商工会地域づくり支援事業事例発表会・とやま起業
未来塾塾生募集！・商工春秋
富山県事業引継ぎ支援センター・とやま中小企業チャレンジ　
ファンド公募中！
おしえてプロの視点（最低賃金がもたらすものとは）
おしえてプロの視点（ショップカードを作ってホームページを
見てもらおう）・協会けんぽからのお知らせ
5月イベント情報・県制度融資
人事異動・新入職員紹介
ポイント還元を実施！

1

発行日 ● 平成31年４月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　しめ縄を扱い始めて長い歴史を持つ当社は、神道文化や地
域の伝統を守り繋げ、発展させるべく、合成繊維でのしめ縄作
りを行っている。
　稲藁が入手しにくくなり、また、しめ縄自体を作れる職人が少
なくなっている昨今。劣化しにくい高機能糸や独自の撚り加工
などの強みにより、美しく長持ちする製品作りを実現している。
　本社では、しめ縄についての説明や、実際に縄を編む様子を
見学できる。伝統の職人技により、頑強かつ優美な製品が出来
上がる過程をご覧いただきたい。
住所：富山県射水市北高木120-1　TEL：0766-54-0278　
料金：見学無料　営業時間：10：00～17：00
定休日：土・日・祝、年末年始、お盆
行程：しめ縄や漁網を編み上げる職人技を見学
　　 （所要時間：30分程度）

ふるさと探訪 ニューツーリズム

株式会社 縄合屋（射水市大島）

シリーズ
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商工
春秋

　

平
成
最
後
の
月

を
迎
え
た
。
平
成

は
、
バ
ブ
ル
の
絶

頂
で
迎
え
、
そ
の

崩
壊
と
修
復
を
迫
ら
れ

た
時
代
だ
っ
た
。
銀
行
は

不
良
債
権
整
理
に
追
わ
れ
、
さ
ら

に
災
害
と
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

襲
わ
れ
た
。
子
供
が
減
り
、
消
費

と
投
資
が
増
え
ず
、
デ
フ
レ
経
済

下
、
失
わ
れ
た
30
年
と
も
い
わ
れ

る
。
し
か
し
将
来
、
歴
史
を
振
り

返
る
と
「
国
家
が
苦
境
に
立
た
さ

れ
た
時
代
こ
そ
、
も
っ
と
も
実
り

多
い
時
代
だ
っ
た
」（
イ
ギ
リ
ス
、

ス
マ
イ
ル
ズ
）、
と
言
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
▼
新
時
代
は
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
技
術
革
新
や
、
欲

望
の
資
本
主
義
に
よ
る
富
の
集
中

が
加
速
す
る
と
い
う
予
測
が
あ

る
。
世
は
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
情
報
で
あ

ふ
れ
、「
行
か
な
い
革
命
」
が
す

す
み
、
人
々
を
バ
ラ
バ
ラ
に
す
る

リ
ス
ク
が
あ
る
。
米
中
覇
権
戦
争

や
欧
州
の
分
裂
は
新
た
な
脅
威
を

内
包
し
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ズ
は
「
技
術
だ
け
で
は
不

十
分
だ
。
教
養
と
結
び
つ
け
ね
ば

い
け
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
▼

未
来
の
計
測
は
不
可
能
だ
。
ド

ラ
ッ
カ
ー
は
「
未
来
を
予
測
す
る

最
善
の
方
法
は
、
そ
れ
を
つ
く
る

こ
と
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

新
時
代
は
、
自
社
の
足
元
を
組
立

て
直
し
、
効
果
と
コ
ス
ト
を
考
え

必
要
な
も
の
だ
け
を
賢
く
チ
ョ
イ

ス
し
、
価
値
あ
る
自
社
を
創
造
す

る
時
代
だ
。
平
成
の
苦
し
い
経
験

が
生
き
る
は
ず
だ
。「
ボ
ー
っ
と
」

し
て
は
い
ら
れ
な
い
。

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
石

本
慎
太
郎
会
長
）
と
県
商
工

会
女
性
部
連
合
会
（
徳
永
た

つ
子
会
長
）
は
、
三
月
七
日
、

県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
元
気
な
商
工
会
地

域
づ
く
り
支
援
事
業
事
例
発

表
会
を
開
催
し
た
。

○
高
岡
市
商
工
会
女
性
部

地
域
の
伝
統
菅
製
作
技
術
を
生

か
し
た
商
品
開
発
で
魅
力
を
発

信
す
る
事
業

　

こ
の
発
表
会
は
、
富
山
県
が
提

案
公
募
事
業
と
し
て
実
施
し
た

「
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支

援
事
業
」
の
取
組
内
容
に
つ
い
て

発
表
を
行
う
も
の
で
、
今
年
度
は

五
つ
の
青
年
部
と
二
つ
の
女
性
部

が
採
択
を
受
け
、
地
域
で
の
活
動

内
容
や
そ
の
成
果
に
つ
い
て
発
表

を
行
っ
た
。
最
後
に
県
商
業
ま
ち

づ
く
り
課
の
森
田
課
長
よ
り
、「
地

域
資
源
を
上
手
に
活
用
し
た
内
容

が
多
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で

あ
っ
た
。
今
回
の
事
業
を
き
っ
か

け
と
し
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
で

街
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
努

力
し
て
ほ
し
い
」
と
講
評
を
頂
い

た
。

平
成
三
十
年
度
実
施

●
実
施
商
工
会
青
年
部

○
入
善
町
商
工
会
青
年
部

に
ゅ
う
ぜ
ん
バ
ル
街
で
街
コ

ン
！
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
！

○
立
山
舟
橋
商
工
会
青
年
部

商
店
街
で
未
来
に
つ
い
て
語
り

に
ぎ
わ
い
創
出
！

○
富
山
市
八
尾
山
田商

工
会
青
年
部

買
い
物
弱
者
を
支
え
て
い
く
た

め
の
八
尾
山
田
宅
配
便
カ
タ
ロ

グ
事
業

○
射
水
市
商
工
会
青
年
部

射
水
の
特
産
品
を
活
か
し
魅
力

を
発
信
す
る
事
業

○
南
砺
市
商
工
会
青
年
部

「
な
る
ほ
ど
・
ザ
・
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｏ
ｎ
！
訪
日
観
光
客 

い
い
波
を
井
波
に
！
～
グ
ロ
ー

カ
ル
な
地
域
を
め
ざ
し
て
～

●
実
施
商
工
会
女
性
部

○
立
山
舟
橋
商
工
会
女
性
部

舟
橋
村
産
プ
レ
ミ
ア
ム
ス
イ
ー

ツ
開
発
事
業

元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

事
例
発
表
会
を
開
催

元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

事
例
発
表
会
を
開
催

コ ー ス　未来ビジネス創造コース　（定員４名程度）　　　ものづくり・商業・サービス業コース　（定員 10 名程度）
　　　　　コミュニティビジネスコース　（定員６名程度）
受講期間　６～ 11 月　原則として土曜日の午後
受講料（交流会参加時は別途負担あり）
　未来ビジネス創造コース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40,000 円
　ものづくり・商業・サービス業コース　コミュニティビジネスコース　　　30,000 円　
募集締切　４月 15 日（月）必着
問い合わせ・申し込み先
　（公財）富山県新世紀産業機構　とやま起業未来塾事務局（企画管理課内）
　TEL：076-444-5601　　URL：http://www.toyama-mirai.com/

平成 31年度“とやま起業未来塾”塾生募集平成 31年度“とやま起業未来塾”塾生募集平成 31年度“とやま起業未来塾”塾生募集
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富山県事業引継ぎ支援センター富山県事業引継ぎ支援センター 事業承継の相談は公的支援機関へ

富山県事業引継ぎ支援センター（富山県新世紀産業機構内）
☎ 076-444-5625　Fax 076-444-5648　E-mail : hikitsugi@tonio.or.jp

相談無料・秘密厳守

　南砺市の自動車電装品整備業であるオカダ電装は、当初、
夫婦2人で営んでいたが、10数年前に県外に勤めていた
長男が戻り、親子3人体制となる。
　長男は商工会の同年代の若者と付き合ううちに、家業の
盛り上げを模索、エアコン修理用のフロンガスの回収・充
填機の導入を計画し、公的な助成制度が活用できないか地
元商工会に相談され、「よろず支援拠点」や当センターが
紹介された。
　当センターでは、新規に事業を立ち上げるにあたり、現
代表の年齢等も考慮し、まずは『これから5年先、10年
先の事業の姿』を描くように提案、その立案過程で岡田親
子ともに「事業承継」が喫緊の課題として認識される様に
なった。
　しかしながら、オカダ電装としては具体的な手続きをお
願いできる経営コンサルタントや税理士との接点がなかっ
たため、当センターは富山県新世紀産業機構の「専門家派
遣制度」の利用を推奨。事業承継に強い税理士の支援を受
けることとなった。
　また、オカダ電装では、当初、承継を機に「法人成り」
も検討したが、決算や財務内容並びに代表の個人資産等を

勘案し、派遣された税理
士の助言もあり、最終的
には個人事業主としての
引継ぎを決定、贈与税対
策として「相続時精算課
税制度」を活用し、長男
に事業用資産を移す方法
も決めた。
　また、新規事業に必要
な資金も「よろず支援拠
点」の担当者より紹介された日本政策金融公庫の無担保・
無保証の融資制度を活用、商工会の経営指導員の指導を受
けながらその手続きを行った。
　これらを踏まえた上で、2017年 12月 31日で父親
が「廃業」、2018年 1月 1日付けで父親から引き継い
だ資産を活かし長男が「創業」、父親は従業員として雇用
されることになった。
　今回のケースは、地元商工会と富山県新世紀産業機構に
ある「よろず支援拠点」や「当センター」の連携サポート
により、無事、承継を完了することができた。

【 支援事例（親族内継承） 】

新規事業の企画を機に父親より事業を承継

次の事業について公募開始しております。◆応募締切：4/18（木）午後 5時必着

新メニュー

◇農商工連携推進事業　　　	
対象事業：中小企業者等と農林漁業者が連携し、双方の

経営資源を活用し、①新商品・新サービス開
発②販路開拓（県外・国外）　に係る事業

助 成 率：対象経費の 2/3 以内　
助成金額：200 万円以内　

◇ものづくり研究開発支援事業
対象事業：新商品・新技術の研究開発等による競争力強化

の取組み（販路開拓経費は対象外）
助 成 率：対象経費の 1/2 以内　　
助成金額：200 万円以内　

◇ビジター対応ビジネス支援事業	
対象事業：北陸新幹線開業、外航クルーズ及び台北便就航等

交通基盤の拡充に関連した①新商品・新サービス
の開発②国内外の観光客への対応　に係る事業

助 成 率：対象経費の 1/2 以内　　
助成金額：100 万円以内

◇販路開拓挑戦応援事業	
対象事業：国内（県外）又は国外の見本市・展示会等への

出展に係る事業（県外については北陸新幹線関
連を優先）

助 成 率：対象経費の 1/3 以内
助成金額：国内（県外）分：25万円以内（首都圏35万円

以内）、国外分：50万円以内

◇小さな元気企業応援事業	
対象事業：小規模企業者が（1）	2 社以上の小規模企業者

の連携によるもの又は（2）	商工団体の経営指
導や専門家派遣を受けた事業計画によるもの
で、①	新商品・新技術の研究開発②	販路開拓
（県外・国外）③	人材育成　に係る事業

助 成 率：対象経費の 1/2 以内　　
助成金額：50万円以内
※国内（県内除く）の販路開拓に係る助成金額については
25万円以内（首都圏 35万円以内）

◇地域資源活用事業
対象事業：産地の技術や農林水産品、観光資源など富山県が

指定する地域資源を活用し、①新商品・新サービ
スを開発②販路開拓（県外・国外）に係る　事業

助 成 率：対象経費 1/2 以内　　
助成金額：500 万円以内　

◆お問い合わせ先　　
（公財）富山県新世紀産業機構 Tel.076-444-5600

富山県　経営支援課 Tel.076-444-3249

平成 31年度とやま中小企業チャレンジファンド事業平成 31年度とやま中小企業チャレンジファンド事業平成 31年度とやま中小企業チャレンジファンド事業平成 31年度とやま中小企業チャレンジファンド事業平成 31年度とやま中小企業チャレンジファンド事業
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「
外
国
人
材
拡
大
」
法
成
立
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

　

第
四
回
に
お
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
よ
う

に
、日
本
は
、昭
和
期
に
お
け
る
、二
度
の
“
オ

イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
”
も
乗
り
越
え
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
が
、“
バ
ブ
ル
崩
壊
”
以
後
の
“
景

気
の
低
迷
（
失
わ
れ
た
１
０
年
と
も
２
０
年
と

も
言
わ
れ
て
い
る
が
？
）”
に
よ
る
、“
非
正
規

社
員
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
・
有
期

間
雇
用
者　

等
）”
の
急
激
な
る
増
加
し
、
約

四
割
前
後
に
て
の
固
定
化
傾
向
に
至
り
、“
終

身
雇
用
”
が
大
き
く
崩
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
富
山
県

も
昨
年
１
１
月
に
１
０
５
万
人
を
割
り
込
む
事

態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、“
人
手
不
足
”
を

如
何
に
払
拭
し
て
行
け
れ
る
か
が
、
企
業
発

展
・
展
開
の
大
き
な
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

今
“
人
手
不
足
”
を
考
え
る
場
合
、“
人
手
”
を

　
　

・
ひ
と
で

　
　

・
じ
ん
ざ
い

に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
雇
用
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず
、
次
の

よ
う
な
事
由
に
お
い
て
、
大
き
な
相
違
が
あ
る

こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

・
言
語　

…　

日
常
会
話　

読
み
書
き

書
式
作
成　

等

　
　
　

・
文
化　

…　

民
族
、
国
家
固
有
の
文

化　

等

　
　
　

・
風
土　

…　

民
族
、
国
家
固
有
の
風

土　

等

　
　
　

・
宗
教　

…　

佛
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ム
教　

等

　
　
　

・
食
事　

…　

文
化
、
宗
教　

等
か
ら

の
忌
避

等
で
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
日
本
に
お
い
て
は
、
外
国
人
を
少

子
高
齢
化
に
よ
る
“
人
数
不
足
”
を
単
純
労
働

者
の
代
替
要
員
と
し
て
所
謂
、前
記
「
ひ
と
で
」

と
考
え
て
、「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
」
を
導

入
し
、
昨
年
四
月
か
ら
、
最
長
五
年
間
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
か
な
り
の
“
ハ
ー
ド
ル
”
が
受

け
入
れ
企
業
に
課
せ
ら
れ
た
と
は
い
え
、“
長

期
実
習
就
労
”
が
可
能
に
は
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
諸
外
国
の
外
国
人
就
労
制
度
に
鑑
み
、

十
分
で
は
な
く
曲
が
り
角
に
来
て
い
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
新
規
の
就
労
在
留
制
度
資
格
に
関

す
る
法
律
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
は
、「
ひ

と
で
」
の
み
な
ら
ず
、「
じ
ん
ざ
い
」
と
し
て
も
、

外
国
人
を
雇
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
実
に
、
企
業
に
お
い
て
は
、「
外
国
人
技
能

実
習
制
度
」
の
み
な
ら
ず
「
留
学
生
制
度
」
を

活
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
外
国
人
留
学
生
は
、
勉
学

以
外
に
週
２
８
時
間
ま
で
就
労
可
能
で
あ
り
、

基
礎
的
研
修
を
兼
ね
る
と
と
も
に
留
学
終
了
後

に
間
断
な
く
正
式
社
員
と
し
て
採
用
し
長
期
就

労
し
て
貰
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
の
で
す
。

　

今
回
成
立
し
た
法
律
で
は
、

　
　
　

・
日
常
会
話
程
度
の
日
本
語
試
験

　
　
　

・
技
能
試
験

に
合
格
し
た
外
国
人
を

　
　
　

・
特
定
技
能
一
号　

…　

①
家
族
帯
同

は
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
農
業
、
建

設
業
、
介
護

業
等
１
４
業

種
に
て
受
け

入
れ
を
検
討

　
　
　

・
特
定
技
能
二
号　

…　

①
家
族
帯
同

は
可
、
永
住

も
場
合
に
よ

り
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
受
け
入
れ

業
種
を
検
討

へ

と
位
置
付
け
て
、「
じ
ん
ざ
い
」
と
し
て
、
外

国
人
を
雇
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

富
山
県
内
を
見
て
み
る
と
、
と
言
わ
れ
な
が

ら
、
小
売
業
を
中
心
に
出
店
攻
勢
が
続
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
法
律
の
業
種
に
小
売

業
（
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー　

等
）
は
、
対
象

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。“
人
手
不
足
”
に
よ

る
獲
得
競
争
が
激
し
く
な
り
、労
働
条
件（
賃
金
、

休
日　

等
）の
ア
ッ
プ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

日
本
は
属
国
主
義
で
す
の
で
、「
働
き
方
改
革
」

に
よ
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
考
え
方
も

適
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

以　

上
第
８
回

「
最
低
賃
金
」
が
も
た
ら
す
も
の
と
は
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

　

近
年
の
「
最
低
賃
金
、千
円
を
目
指
そ
う
！
」

と
い
っ
た
動
き
が
、
い
よ
い
よ
現
実
化
を
帯
び

て
き
ま
し
た
。

　

富
山
県
の
最
低
賃
金
額
＆
上
昇
額
を
予
想

（
毎
年
三
％
と
予
測
）し
て
み
ま
す
。（
単
位
：
円
）

・
二
〇
一
八　
　

八
二
一
×
一
．〇
三
＝　

八
四
六
（
上
昇
額
＝
二
五
）
週
四
十
時
間
労

働
月
給
換
算　

一
四
七
，〇
四
三

・
二
〇
一
九　
　

八
四
六
×
一
．〇
三
＝　

八
七
一
（
上
昇
額
＝
二
五
）
週
四
十
時
間
労

働
月
給
換
算　

一
五
一
，三
八
八

・
二
〇
二
〇　
　

八
七
一
×
一
．〇
三
＝　

八
九
七
（
上
昇
額
＝
二
六
）
週
四
十
時
間
労

働
月
給
換
算　

一
五
五
，九
〇
八

・
二
〇
二
一　
　

八
九
七
×
一
．〇
三
＝　

九
二
四
（
上
昇
額
＝
二
七
）
週
四
十
時
間
労

働
月
給
換
算　

一
六
〇
，六
〇
〇

・
二
〇
二
二　
　

九
二
四
×
一
．〇
三
＝　

九
五
二
（
上
昇
額
＝
二
八
）
週
四
十
時
間
労

働
月
給
換
算　

一
六
五
，四
六
七

・
二
〇
二
三　
　

九
五
二
×
一
．〇
三
＝　

九
八
一
（
上
昇
額
＝
二
九
）
週
四
十
時
間
労

働
月
給
換
算　

一
七
〇
，五
〇
八

・
二
〇
二
四　
　

九
八
一
×
一
．〇
三
＝　

一
〇
一
〇
（
上
昇
額
＝
二
九
）
週
四
十
時
間

労
働
月
給
換
算　

一
七
五
，五
四
八

・
二
〇
二
五　

一
〇
一
〇
×
一
．〇
三
＝　

一
〇
四
〇
（
上
昇
額
＝
三
〇
）
週
四
十
時
間

労
働
月
給
換
算　

一
八
〇
，七
六
二

　

上
記
予
想
金
額
推
移
を
鑑
み
る
と
、
二
〇
一
三

年
に
成
立
し
た
「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」

は
、
二
〇
二
五
年
に
は
、
次
の
内
容
に
つ
い
て

完
全
施
行
に
な
り
、こ
れ
と
同
時
期
に
“
千
円
”

を
超
え
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
　

・
希
望
者
全
員
六
十
五
歳
迄
の
継
続
雇
用

制
度
の
導
入

　
　

・
定
年
の
引
き
上
げ

　
　

・
定
年
制
の
廃
止

の
何
れ
か
の
制
度
導
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
働
き
方
改
革
」
に
則
り
「
同
一
労
働
同
一

賃
金
」
の
原
則
は
、

　
　

・
非
正
規
労
働
者

　
　

・
高
年
齢
（
継
続
雇
用
）
労
働
者

　
　

・
外
国
人
材
労
働
者

等
、
原
則
、
全
て
に
適
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

企
業
経
営
に
と
っ
て
、

　
　

・
賃
金
支
払
総
額
（
総
額
人
件
費
）

　
　

・
労
働
分
配
率

は
、
重
要
な
経
営
指
標
で
あ
り
、「
最
低
賃
金
」

と
「
高
年
齢
者
雇
用
継
続
年
齢
」
の
上
昇
は
、

大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
り
ま
す
。
言
い
換
え

る
と
、「
年
齢
と
賃
金
」
の
カ
ー
ブ
が
現
状
か

ら
大
き
く
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

　

現
状
で
も
見
ら
れ
る
「
中
高
年
齢
の
中
弛
み

現
象
」
が
「
全
体
の
台
形
型
」
に
移
行
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
状
で
も

「
中
高
年
齢
の
中
弛
み
現
象
」
の
影
響
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
現
象
と
し
て
、「
管
理
職
辞
退

現
象
」
が
起
き
始
め
て
い
ま
す
。
即
ち
、
名
誉

で
あ
る
管
理
職
よ
り
も
実
質
手
取
賃
金
の
維
持

を
求
め
る
労
働
者
が
出
始
め
て
い
る
の
で
す
。

生
活
水
準
（
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
、
教
育
資
金
確

保　

等
）
維
持
確
保
を
世
帯
と
し
て
希
望
し
始

め
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
傾
向
が
、
益
々
進
行

し
、「
全
体
の
台
形
型
」
に
移
行
し
て
行
っ
た

場
合
、
生
活
水
準
（
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
、
教
育

資
金
確
保　

等
）
維
持
確
保
が
不
可
能
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
部
に
は
、
教
育
資

金
（
大
学
進
学
）
確
保
が
儘
な
ら
な
い
状
況
に

も
な
っ
て
い
る
こ
と
も
耳
に
し
ま
す
。

　

現
状
で
も
、
こ
こ
数
年
、
家
計
消
費
が
落
ち

込
む
中
、
今
年
は
消
費
増
税
も
あ
り
、
高
額
資

産
へ
の
投
資
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

企
業
に
お
い
て
は
、「
年
齢
と
賃
金
」
の
カ
ー

ブ
が
「
全
体
の
台
形
型
」
に
移
行
す
る
と
同
時

に
、
政
府
が
「
未
来
投
資
会
議
」
に
お
い
て
、

検
討
を
開
始
し
始
め
た
「
企
業
に
成
果
主
義
に

基
づ
く
人
事
評
価
報
酬
制
度
へ
の
見
直
し
を
求

め
る
」
こ
と
を
早
急
に
検
討
導
入
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
前
回
も
記
載
し
た
、「
全
て
の
年
齢

で
能
力
と
報
酬
に
見
合
っ
た
職
務
開
発
（
高
年

齢
者
等
も
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
為
）」
を

「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
」
等
を
活
用
し
て
、
社
員

の
職
務
能
力
を
確
実
に
把
握
し
た
、
職
務
成
果

に
準
じ
た
報
酬
支
払
（
年
齢
に
関
係
な
い
人
事

評
価
報
酬
制
度
、
成
果
主
義
に
基
づ
く
人
事
評

価
報
酬
制
度
の
確
立
）
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に

な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

第
10
回

社会保険労務士・行政書士・
キャリアコンサルタント
富山県よろず支援拠点

プロフィール
石油化学会社、医薬品
会社研究所勤務を経て、
藤井事務所として、社
会保険労務士並びに行
政書士事務所を開業。
労務管理・人材活用・
能力開発・キャリアコ
ンサル業務等において
四半世紀に渡り、各種
セミナー、大学等の講
師を受託するとともに
企業支援に携わってき
た。

藤井　正博
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前
回
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
無
理
を
せ
ず
、
盛
り
込
み
過
ぎ
ず
に
、
伝

え
た
い
こ
と
を
伝
え
た
い
人
に
わ
か
り
や
す
く

表
現
す
る
。“
で
き
る
範
囲
で
シ
ン
プ
ル
に
”

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
上
手
に
使
う
コ

ツ
で
す
よ
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
っ
た
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
も
ら
う
た
め
の
“
仕
掛
け
”、
す
な
わ

ち
広
告
宣
伝
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
近
年
の
広

告
に
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど　

○
○
○ 

検
索

　

と
あ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
広
告
で
関
心

を
引
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
誘
導
し
て
詳
し
く

説
明
し
て
興
味
を
そ
そ
る
。
そ
し
て
来
店
し
て

も
ら
う
、と
い
う
“
仕
掛
け
”
が
必
要
な
の
で
す
。

し
か
し
、
広
告
は
大
き
な
費
用
が
掛
か
り
ま

す
。そ

こ
で
、
あ
ま
り
費
用
を
掛
け
ず
に
宣
伝
す

る
方
法
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
。
前
回
も
お
話
し
ま
し

た
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
ク
チ
コ
ミ
が
生
ま
れ
や

す
い
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
と
て
も
有
効

で
す
。
さ
ら
に
無
料
で
す
。

も
う
１
つ
は
、
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
で
す
。

シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
は
名
刺
と
同
じ
大
き
さ
で
、

店
名
や
取
扱
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
営
業
時
間
・

店
休
日
、
電
話
番
号
、
地
図
、
そ
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
と
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
や　

○
○
○ 

検
索　

を
記

載
し
ま
す
。
レ
ジ
の
横
に
置
き
、
お
客
様
に
自

由
に
持
っ
て
帰
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
コ
ン
パ

ク
ト
で
収
納
し
や
す
い
の
で
、
支
払
い
を
し
て

い
る
間
に
財
布
に
入
れ
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。多

く
の
お
店
で
は
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
も
有
効
で
は
あ
り
ま

す
が
、
か
さ
ば
る
の
で
折
り
た
た
ん
で
ク
シ
ャ

ク
シ
ャ
に
な
っ
た
り
、
ど
こ
に
入
れ
た
か
わ
か

ら
な
く
な
る
、
あ
る
い
は
ゴ
ミ
箱
に
直
行
し
た

り
し
ま
す
。
せ
っ
か
く
苦
労
し
て
作
っ
て
も
伝

わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
、
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
は
財
布
に
保
管

さ
れ
、
知
人
や
友
人
と
話
を
し
て
話
題
に
な
っ

た
時
に
、「
そ
う
い
え
ば
そ
の
お
店
の
カ
ー
ド

が
あ
る
わ
」
と
言
っ
て
、
さ
っ
と
渡
せ
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
は
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
で

も
制
作
で
き
ま
す
が
、
お
勧
め
は
年
賀
状
ソ
フ

ト
を
使
う
こ
と
で
す
。
雛
形（
テ
ン
プ
レ
ー
ト
）

や
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ラ
ス
ト
が
た
く
さ
ん
用
意
し

て
あ
り
、
操
作
も
簡
単
で
、
費
用
は
数
千
円
で

す
。た

だ
、
パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
な
方
は
印
刷
屋
さ

ん
な
ど
に
お
願
い
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
変
な
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
は
店
の
イ
メ
ー
ジ

を
悪
く
し
ま
す
。
印
刷
屋
さ
ん
な
ど
に
お
願
い

し
て
も
名
刺
相
当
の
費
用
で
済
み
ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

も
ら
う
方
策
と
し
て
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
限
ら
ず
、
お
店
の
宣
伝
に
な
り
ま
す
。

安
価
で
効
果
的
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ

い
。

「
外
国
人
材
拡
大
」
法
成
立
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

IT コーディネータ
一級販売士

株式会社よしだまこと事務所
代表取締役

プロフィール
北陸コンピュータ・サー
ビス株式会社勤務を経
て独立。
NPO法人 IT コーディ
ネータ協会理事、NPO
法人 IT コーディネータ
富山会長、一般社団法
人日本販売士協会理事、
富山販売士協会事務局
長。
富山県商工会連合会
スーパーバイザー。

吉田　　誠

第
８
回

シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
を
作
っ
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
ら
お
う

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

プロフィール

第
３
回

シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
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福野夜高祭 5/1（祝）～5/3（祝） 福野夜高祭連絡協議会 0763-22-1120

越中八尾曳山祭 5/3（祝） 越中八尾観光協会 076-454-5138

庄川木工まつり 5/3（祝）～5/4（祝） 庄川町商工会 0763-82-1155

城端曳山祭 5/4（祝）～5/5（祝） (一社 ) 南砺市観光協会城端観光案内所 0763-62-1201

阿曾の市 5/11（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

なりひら風の市 5/11（土） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

風の盆ステージ・町なかミニツアー 5/11（土）・5/25（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

第 41回越中だいもん凧まつり 5/19（日） 射水市商工会大門支所 0766-52-3510

第 22回売比河鵜飼祭 5/25（土） 売比河鵜飼祭実行委員会 076-465-2494

第32回猿倉山フェスティバル 5/26（日）※予定 大沢野イベント実行委員会 076-467-1963

ふれあい青空市「やまだの案山子」 5月（月・火・水・土・日・祝） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

イベント名 開催日 お問合せ先

小口事業資金（零細小口枠）の融資利率の引下げ
　小規模企業者の資金繰りを支援するため、小口事業資金（零細小口枠）の融資利率を年 0.05％引き下げる。

融 資 対 象 従業員 20 人（宿泊業・娯楽業を除く商業・サービス業は 5 人）以下の事業者
資 金 使 途 設備資金・運転資金 融資限度額 2,000 万円（保証付融資残高との合計で）
融 資 期 間 設備７年以内（うち据置期間６ヶ月以内）、運転５年以内（うち据置期間６ヶ月以内）
融 資 利 率 年 1.75％以内

創業支援資金の保証料率引下げ措置
　創業チャレンジや事業承継をきっかけに新事業を展開しようとする事業者に対し、創業支援資金に係る保証料率を引き下げ、創業等の
取り組みを支援する。（取扱期間：平成 32 年 3 月 31 日まで）

融 資 対 象

【創業者枠】
　(1) 事業を営んでいない個人であって事業を開始する予定があるもの
　(2) 事業を開始した中小企業者であって創業後２年以内のもの

【事業承継支援枠】
　(1) 後継者不足等のため存続見通しがつかない中小企業者から当該事業を承継するもの
　(2) 相続時の資金繰りが困難なこと等により事業の存続見通しがつかない相続人
　次の場合は保証料率を引下げ：①事業承継をきっかけに経営革新等や事業転換に取り組む場合

資 金 使 途 設備資金・運転資金

融資限度額
【創業者枠】3,500 万円
【事業承継支援枠】5,000 万円（うち運転資金 3,000 万円）
　※設備投資に伴い建物（土地）を同時取得する場合１億円

融 資 期 間
【創業者枠】設備７年以内（うち据置期間１年以内）、運転５年以内（うち据置期間１年以内）
【事業承継支援枠】設備 10 年以内（うち据置期間１年以内）、運転５年以内（うち据置期間１年以内）
　※設備投資に伴い建物（土地）を取得する場合 15 年以内（うち据置期間１年以内）

融 資 利 率 年 1.25％以内

保 証 料 率 【創業者枠】保証料率年 0.4％（保証必須）
【事業承継支援枠】保証料率年 0.35％～年 1.05％（①に該当の場合：保証料率年 0.15％～年 0.85％）

設備投資促進資金「生産性革命推進枠」の創設
　国において、中小企業の生産性向上のため、中小企業投資促進税制の延長や、ものづくり補助金の当初予算化を行うこととしている。
この動きに呼応し、県においても生産性向上のための設備投資を積極的に支援する。

（取扱期間：平成 33 年 3 月 31 日まで）

融 資 対 象
(1) 老朽化した生産設備から生産性またはエネルギー効率が１％以上向上する生産設備への入替もしくは新たに増設する中
小企業者
(2) 販売または役務の提供に係る業務向上のための設備を導入し、業務効率の１％以上の向上を図る中小企業者

資 金 使 途 設備資金（運転資金） 融資限度額 5,000 万円（うち運転資金 1,000 万円）
融 資 期 間 設備 10 年以内（うち据置期間１年以内）、運転５年以内（うち据置期間１年以内）　

融 資 利 率
年 1.25％以内
※①小規模企業者、②経営力向上計画または先端設備等導入計画の認定を受けた事業計画を実施する中小企業者は年
1.20％以内

IoT 支援特別資金・利子補給の取扱期間の延長
　中小企業の IoT 設備の導入を実質無利子とする融資制度の取扱期間を平成 33 年 3 月 31 日まで延長する。

融 資 対 象 IoT を用いた設備を導入し、生産性またはエネルギー効率の１％以上の向上を図る中小企業者
資 金 使 途 設備資金 融資限度額 1,000 万円 （知事特認 1,500 万円）
融 資 期 間 設備 10 年以内（うち据置期間１年以内） 融 資 利 率 実質無利子（年 0.60％を県から利子補給）

平成31年度中小企業向け県制度融資の見直しについて

サービス業を対象に追加
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経営支援員
木下　　彩

（富山市南商工会）

経営支援員
岡村　美希

（射水市商工会）

経営支援員
北島穂乃香

（立山舟橋商工会）

経営支援員
山本　拓人

（南砺市商工会）

経営支援員
藪﨑新多朗

（小矢部市商工会）

経営指導員研修生
堺　　清哉

（県商工会連合会）

新
入
職
員

どうぞよろしくお願いいたします

新 旧 氏　　名

入善町商工会

経営指導員 下新川地域商工会広域協議会 経営指導員 岩崎　裕美

下新川地域商工会広域協議会

経営指導員 富山市南商工会 経営指導員 黒川　博史

経営支援員 【新規採用】 田中　彩音

上市町商工会

経営支援員 富山市南商工会 経営支援員 小島登規子

立山舟橋商工会

経営支援員 【新規採用】 北島穂乃香

富山市南商工会

経営指導員 富山市八尾山田商工会 経営指導員 藤澤　　貢

経営支援員 小矢部市商工会 経営支援員 川崎　理恵

経営支援員 県商工会連合会 経営指導員研修生 渡辺　久晃

経営支援員 【新規採用】 木下　　彩

富山市八尾山田商工会

経営指導員 富山市南商工会 経営指導員 佐野　浩之

経営指導員（昇任） 富山市南商工会 経営支援員 浦山　卓人

富山市北商工会

主任経営指導員 小矢部市商工会 主任経営指導員 小幡　知之

射水市商工会

主任経営指導員 高岡市商工会 主任経営指導員 土井　　浩

主任経営指導員（昇任） 経営指導員 村　　美香

経営指導員（昇任） 経営支援員 米沢　拓也

経営支援員 【新規採用】 岡村　美希

高岡市商工会

事務局長（昇任） 主任経営指導員 橘　　宏之
特命担当兼上席経営指導
専門員 事務局長 安達　　俊

主任経営指導員 富山市北商工会 主任経営指導員 宮脇　年範

小矢部市商工会

主任経営指導員（昇任） 経営指導員 小西　祥子

経営指導員（昇任） 南砺市商工会 経営支援員 小川祐生恵

経営支援員 【新規採用】 藪﨑新多朗

新 旧 氏　　名

庄川町商工会

経営支援員 県商工会連合会 商工会指導員 水野佐希子

南砺市商工会

経営支援員 【新規採用】 山本　拓人

県商工会連合会

主任専門経営指導員 射水市商工会 主任経営指導員 篠田　千春

主任商工会指導員 立山舟橋商工会 主任経営指導員 本原　茂俊

商工会指導員 高岡市商工会 経営指導員 西野　伸吾

経営指導員研修生 【新規採用】 堺　　清哉

嘱託専門指導員 【新規採用】 野尻　智弘

参事（とやま中小企業
人材育成カレッジ担当） 【嘱託採用】 大上　和雄

平成 31 年 3 月 31 日付 

所属・職名 氏　　名

【退職】 富山市八尾山田 経営指導員 小川　茂之

【退職】 射水市商工会 主任経営指導員 橋本　親志

【退職】 庄川町商工会 経営支援員 古川眞知子

【退職】 県商工会連合会 参事兼上席経営指導専
門員 大上　和雄

【退職】 県商工会連合会
特命担当プロジェクト
マネージャー兼上席経
営指導専門員

勝原　隆彦

【退職】 県商工会連合会 嘱託専門指導員 米田　孝志

平成 31 年 4 月 1 日付 

富山県商工会連合会が組織を改編し
組織運営課を新設！

経営支援員
田中　彩音

（下新川地域商工会広域協議会）

旧 新

総合支援室

経営支援課

専門支援室

経営支援課

組織運営課
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《キャッシュレス・消費者還元事業》

キャッシュレスでの支払いに対して

中小・小規模事業者向け

2 0 19年10月1日～2020年6月実 施 期 間

【制度概要】

10月1日以降、対象の店舗でキャッシュレス支払いをした方には

ポイント還元等を実施。

対象店舗への、キャッシュレス決済の導入を支援。

電子的に繰り返し利用できる決済手段
（例：クレジットカード、電子マネー、QRコード等幅広く対象）

事業者の皆様に端末導入の

ご負担はありません！

制度を使えば

決済手数料3.2 5％ 以下！
さらに実施期間中は、国がその1／3を補助。

中小・小規模事業者の皆様を支援します！

対象キャッシュレス手段

決済導入支援

今なら端末導入の

ご負担なし！
端末本体と設置費用などが無料。

消費者還元で

集客力UP！

レジ締め・現金

取扱いコストを省いて

業務効率化！

軽減税率対策

補助金対象の

端末支援についても

比較・検討ください！

決済手数料

3.2 5％以下！

さらに

実施期間中は、

国が

その１／３を補助

メリット

1
メリット

2

メリット

3
メリット

4

キャッシュレス・消費者還元事業の
メリット

決済事業者が

プランを提示

選択して申込み

その中から

望ましいプランを

https:
本制度の詳細については、ホームページに掲載予定！

《3月以降開設予定》

//cashless.go.jp

《2月6日以降開設予定》

（中小・小規模事業者向け）

※一般電話からは市内通話料金で
　ご利用いただけます。

ポイント還元問合せ窓口

0570-000655
受付時間：平日10:00～18:00（土･日･祝日を除く）

お問合せ先

昭和52年3月12日第三種郵便物認可
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